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＜事業報告＞ 

Ⅰ．序 章 

１）事業実施事項 

１．学術大会開催に関する事項 

     第 55 回日本人間ドック学会学術大会 

   期 日：2014 年（平成 26 年）9 月 4 日（木）～5 日（金） 

         会 場：福岡国際会議場 

     テーマ：「福岡発 平成の養生訓 ～Lessons for the Nation～」 

学術大会長： 寺 坂 禮 治 (日本赤十字社 福岡赤十字病院 院長)  

   

２． 研修会開催に関する事項 

①人間ドック健診認定医・専門医研修会の開催（年 3 回） 

②人間ドック健診施設機能評価サーベイヤー研修会の開催（年 1 回） 

③人間ドック健診施設機能評価公式講習会の開催（年 2 回） 

④人間ドック健診施設機能評価説明会の開催 

⑤人間ドック健診情報管理指導士研修会の開催（年 2 回） 

 ⑥人間ドック健診情報管理指導士ブラッシュアップ研修会の開催（年 5 回） 

⑦人間ドック健診食生活改善指導士向け研修会の開催（年 1 回） 

 

３．人間ドック認定医･専門医制度に関する事項 

   ①人間ドック認定医の質の向上と強化 

   ②人間ドック健診専門医試験の実施(日本総合健診医学会と共同実施) 

③人間ドック健診指導医の認定 

   ④人間ドック健診研修施設（研修関連施設）の認定 

   ⑤専門医制度整備指針(第 4 版)に基づいた制度の再構築 

  

４．人間ドック健診施設機能評価に関する事項 

   ①人間ドック健診施設の認定 

   ②人間ドック健診施設機能評価受審の推進 

③人間ドック健診施設機能評価表 Ver.3 運用についての検討 

④旧二日ドック指定施設への対応についての検討 

 

５．人間ドック健診情報管理指導士に関する事項 

  ①人間ドック健診情報管理指導士の認定 

  ②人間ドック健診情報管理指導士の更新 
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６．特定健診・特定保健指導に関する事項 

  ①特定健診・特定保健指導施設のとりまとめと保険者への紹介(集合契約Ａ) 

②特定健診・特定保健指導に関する情報収集活動の強化 

     

７．健康保険組合連合会等との指定施設に関する事項 

  ①人間ドック健診施設との一日ドック・二日ドックの指定契約 

  ②旧二日ドック指定施設の実査の実施 

 

８．広報活動に関する事項 

    ① 学会誌「人間ドック」の充実、投稿の拡大強化 

ＶＯＬ．２９    ＮＯ．１    ２０１４．６ （原著論文・学術大会） 

          ＶＯＬ．２９    ＮＯ．２    ２０１４．７  （学術大会プログラム・抄録集） 

          ＶＯＬ．２９    ＮＯ．３    ２０１４．９  （原著論文集） 

ＶＯＬ．２９    ＮＯ．４    ２０１４．12 （原著論文・学術大会開催案内集） 

          ＶＯＬ．２９    ＮＯ．５    ２０１５．３ （原著論文/学術大会開催案内第 2 弾） 

②英文誌「Ningen Dock International」 

ＶＯＬ．２    ＮＯ．１   ２０１４．９  （原著英文誌） 

ＶＯＬ．２    ＮＯ．２    ２０１５．３ （原著英文誌） 

       ＊英文誌の発刊については原著英論文の投稿状況に応じて年１～２回とする 

③ホームページの英文表示を実施 

④電子化し、独立行政法人科学技術振興機構 (JST) が構築した J-STAGE に登載する、 

   ⑤国内外学術団体及び協力団体等との情報交換を積極的に展開 

⑥学会活動状況を積極的に公開 

 

９．委員会活動に関する事項 

  ①基本問題検討委員会 

②倫理委員会 

  ③人間ドック健診施設機能評価委員会 

   ・機能評価事業運営検討小委員会 

  ④学術委員会 

 ・がん登録小委員会 / 基準検査検討小委員会 / 喫煙対策小委員会/ 

 医療用ソフトウエアに関する小委員会 

⑤編集委員会 

・Pub Med ならびに Web of Science 収録に関する小委員会 

⑥人間ドック健診統計調査委員会 

  ⑦人間ドック健診専門医合同委員会（日本総合健診医学会との合同委員会） 

     ・試験問題検討/作成小委員会 / 認定小委員会 / 研修会検討小委員会 / 施行規則細則改定小委員

会 / 研修プログラム・カリキュラム検討作成小委員会 
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   ⑧人間ドック健診認定医/専門医制度委員会（単独） 

 

⑨人間ドック健診の追跡調査・分析に基づく標準的検査基準値及び有用性に関する調査研究委員会

（健保連との共同研究事業） 

⑩人間ドック画像検査判定マニュアル作成委員会 

    ⑪特定健診/特定保健指導対策委員会 

     ・研修内容検討小委員会 

 ⑫国際委員会 

  ⑬標準的な健康診断のあり方に関する検討会（日本総合健診医学会との合同委員会） 

   ・個別･リスク別健診のあり方/健診の質の担保と可視化/健診に関するエビデンス構築分科会/ 

       施設認定事業統一化検討委員会 

    ⑭遺伝子検査に関わる研究会 

  ⑮社員選任/役員選定委員会 

    ⑯外部委託委員会 

デュアルインピーダンス法による内臓脂肪面積測定の臨床的有用性に関する委員会 

    その他必要とされる委員会は逐次開催する。 

 10．統計・調査に関する事項 

  ①人間ドック健診受診者データの経年的分析、蓄積 

  ②特定健診/特定保健指導受診者数データの整理、蓄積 

   ③行政機関、他の学術団体との比較可能なデータの集積 

  ④人間ドック健診施設機能評価認定施設のデータの整理 

 

 11．その他 

  ①日本医学会への加盟 

  ②NPO 法人日本人間ドック健診協会等他団体との連携を深める 

  ③日本総合健診医学会との相互交流（副理事長懇談会の開催等） 

④健康保険組合連合会との共同研究事業及び厚生科学研究事業等積極的に参加 

⑤事務局体制の強化 
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２）役員／社員／会員数等 

①役員数等  理事長  1 名 

       副理事長  5 名 

         理事 24 名 

         監事  3 名 

     （名誉顧問）16 名 

 

②社員総数 186 名（内、役員 32 名） 

 

③正会施設会員／賛助会員数 (平成 27 年 3 月 31 日現在) 

Ａ会員（医師） 5,499 人 

Ｂ会員（医師以外）  521 人 

Ｃ会員（施設（医療機関）） 1,633 施設 

Ｓ会員（企業など）  28 団体 

 

④その他 

・人間ドック認定医・専門医数 (平成 27 年 3 月 31 日現在） 

認定医交付人数 4,859 人 

専門医交付人数 1,193 人 

  

・人間ドック健診情報管理指導士累積人数     5,652 人 (平成 27 年 3 月 31 日現在) 

・人間ドック健診食生活改善指導士累積人数     938 人 (平成 27 年 3 月 31 日現在) 

・人間ドック健診施設機能評価累積認定数     346 施設 (平成 27 年 3 月 31 日現在) 

 

・一日ドック／二日ドック指定数 (平成 27 年 3 月 31 日現在） 

一日ドック 281 施設 

二日ドック 508 施設 
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Ⅱ．人間ドック認定医制度 

１．第 16 回人間ドック認定医認定 

 人間ドック認定医制度は、平成 26 年 4 月 1 日の認定者数は 193 名であり、認定医交付総数  

として 4,859 名となった。 

 

２．第 11 回人間ドック認定医更新 

 人間ドック認定医制度（更新）は、平成 26 年 4 月 1 日の更新者数は 309 名であり、更新者 

総数は 2,820 名である。 

 

Ⅲ．人間ドック健診専門医制度 

平成 23 年度より名称を『人間ドック健診専門医』と変更し、平成 24 年度より日本総合健診医学との合

同事業となったことから、平成 26 年度人間ドック健診専門医認定試験を両学会合同にて実施し、当日受

験者数 156 名（日本人間ドック学会 148 名、日本総合健診医学会 8 名）、受験合格者数は 155 名（日本人

間ドック学会 147 名、日本総合健診医学会 8 名）であった。日本総合健診医学会人間ドック健診専門医更

新者 15 名が新たに新制度に移行し、人間ドック健診専門医認定者は 3 年間で合計 504 名となった。 

 人間ドック健診専門医認定者には、両学会認定の専門医認定証を交付し、更新までの 5 年間に 50 単位

（両学会企画 30 単位・両学会以外の企画上限 20 単位）を取得することとなる。 

 

◆平成 26 年度人間ドック健診専門医認定試験 （日本総合健診医学会との合同 3 回目） 

 日 時：平成 26 年 10 月 19 日（日） 13:00～15:00（受付 11:30～） 

 会 場：品川フロントビル 地下 1 階（東京都港区港南 2 丁目 3-13） 

受験対象者：社員および申請した認定医更新者等 資格該当者  

試験内容：●両学会の問題集および追加問題含め  計 100 問出題 

●100問×1 回（100 分間） マークシート方式による筆記試験 

 

◆平成 26 年度人間ドック健診専門医 認定者数  

・日本人間ドック学会 平成 26 年度人間ドック健診専門医認定者数：147 名 

 （日本総合健診医学会 平成 26 年度認定者数：8 名 新制度更新者数：15 名） 

   認定期間は、平成 27 年 4 月 1 日～平成 32 年 3 月 31 日 5 年間とする。 

           【人間ドック（健診）専門医認定者数（累計）：1,193 名】 

 

◆平成 26 年度人間ドック健診専門医制度 指導医・研修施設 認定数  

新制度条件を満たした指導医・研修施設を両学会で認定した。 

・日本人間ドック学会  指導医： 新規認定 174 名、更新認定 12 名 

            研修施設： 新規認定 24 施設、更新施設 38 施設 

（日本総合健診医学会： 指導医： 新規認定 9 名 

            研修施設： 新規認定 2 施設、更新施設 2 施設） 

   認定期間は、平成 27 年 4 月 1 日～平成 32 年 3 月 31 日 5 年間とする。 
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Ⅳ．人間ドック健診施設機能評価 

平成 27 年 3 月末現在、468 施設から受審申請がある。認定施設の累計は 346 施設である。（うち 2 回

更新済み 54 施設、1 回更新済み 172 施設、更新辞退 21 施設） 

認定施設の分布状況は、44 都道府県に認定施設がある。（申請は全 47 都道府県からある） 

 

           【認定施設の分布 ＊平成 27 年 3 月末現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

◆第 15 回サーベイヤー研修会 

サーベイヤーのスキルアップおよび最新の評価基準の解釈周知等を目的に例年開催している。 

日 時：平成 26 年 9 月 3 日（水）   13:00～15:30  

会 場：ホテル日航福岡 3F 都久志の間Ⅰ 

参加者：サーベイヤー80 名 

 

◆公式講習会 

受審（希望）施設を対象に講習会を開催した。 

＜第 1 回＞ 

日 時：平成 26 年 5 月 9 日（金） 12:30～16:00 

会 場：スクワール麹町 

参加者：164 名（81 施設） 

プログラム：人間ドックとは・機能評価事業の目的（講師 小山和作） 

      機能評価バージョン 3.0 の概要（講師 那須繁） 

      訪問調査概要（講師 米澤勝美） 

各領域の評価基準について（講師 荒井真吾・高橋直樹・石坂裕子） 

受審に関するＱ＆Ａ（全登壇者） 

  北海道 12   東京都 54   滋賀県 2   香川県 4 

  青森県 3    神奈川県 21   京都府 10   愛媛県 3 

  岩手県 3   新潟県 6   大阪府 24   高知県 3 

  宮城県 8   富山県 2   兵庫県 12   福岡県 11 

  秋田県 4   石川県 1   奈良県 2   佐賀県 2 

  山形県 4   福井県 3   和歌山県 0   長崎県 2 

  福島県 2   山梨県 1   鳥取県 0   熊本県 3 

  茨城県 3   長野県 10   島根県 2   大分県 4 

  栃木県 6   岐阜県 7   岡山県 10   宮崎県 0 

  群馬県 5   静岡県 7   広島県 11   鹿児島県 3 

  埼玉県 10   愛知県 17   山口県 3   沖縄県 3 

  千葉県 12   三重県 7   徳島県 1 
  海外 

  （台湾） 
2 
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＜第 2 回＞ 

日 時：平成 26 年 10 月 24 日（金）12:30～16:00 

会 場：スクワール麹町 

参加者：173 名（85 施設） 

プログラム：人間ドックとは・機能評価事業の目的（講師 小山和作） 

      機能評価バージョン 3.0 の概要（講師 那須繁） 

      訪問調査概要（講師 米澤勝美） 

各領域の評価基準について（講師 荒井真吾・高橋直樹） 

受審に関するＱ＆Ａ（全登壇者） 

 

 

◆健保連等との人間ドック指定契約について 

平成 27 年 3 月末現在の契約施設は、一日ドック 281 施設（うち 1 施設休止中）、二日ドック 508 施設

（うち 4 施設休止中）である。 

なお、旧制度の優良二日ドック指定施設で、指定継続を希望する施設においては、次回更新時にまで

に実査（実態調査）を実施することとなる。 
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Ⅴ．研修会・人材育成活動 

１．人間ドック認定医・人間ドック健診専門医の育成 

●第 37 回人間ドック健診認定医・専門医研修会 

日 時：平成 26 年 6 月 7 日（土） 12：30～16:20 

会 場：神戸ポートピアホール   511 名 

  

【司会：日野原茂雄委員】 

開会挨拶  伊藤千賀子  日本人間ドック学会副理事長、医療法人ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾀﾜｰﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰﾄ 理事長 

12：35～12：45 「人間ドック健診認定医・専門医が見逃してはいけない循環器疾患」 

石坂 信和  大阪医科大学医学部循環器内科 教授 

13：45～14：55 「理想的ながん検診について」 

金子 昌弘  東京都予防医学協会健康支援センター 呼吸器科部長 

 15：10～16：20 「大規模ゲノムコホート研究とヒト生命情報の統合」 

松田 文彦  京都大学大学院医学研究科附属 

ゲノム医学センター センター長・教授 

  

●第 38 回人間ドック健診認定医・専門医研修会 

日 時：平成 26 年 9 月 6 日（土） 9：30～12:50 

会 場：福岡国際会議場  3F メインホール    912 名 

 

【前半司会：山門 實委員長(副理事長)・後半司会：亀井 徹正副委員長】 

開会挨拶  奈良 昌治  日本人間ドック学会 理事長 

 

9：05～10：15 「人間ドックにおけるがん検診の現状と展望－がん登録の実績を含めて－」 

三原 修一   みはらライフケアクリニック 院長、 

        学術委員会がん登録小委員会 委員長 

10：15～11：25 「皮膚疾患の診断ポイントと老化皮膚の予防と若返り」 

市橋 正光  同志社大学アンチエイジングリサーチセンター 

11：40～12：50 「体内時計と生活習慣病」 

前村 浩二  長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 循環器内科学 教授 

 

●第 39 回人間ドック健診認定医・専門医研修会 

日 時：平成 27 年 3 月 8 日（日） 12：30～17：00 

会 場：東京ビッグサイト 7Ｆ 国際会議場    790 名 

 

【前半司会：鏑木淳一委員・後半司会：山門 實委員長(副理事長)】 

開会挨拶  篠原 幸人 日本人間ドック学会副理事長、国家公務員共済組合連合会立川病院顧問 
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12：35～13：45 「ピロリ菌についての最新の正しい知識」 

春間 賢     川崎医科大学 消化管内科 教授 

13：45～14：55 「高尿酸血症･痛風診療の新しい展開」 

          細谷 龍男  東京慈恵会医科大学 名誉教授、慢性腎臓病病態治療学 教授 

15：05～16：15 「人間ドック健診認定医・専門医が見逃してはいけない内分泌性高血圧」 

立木 美香  国立病院機構京都医療センター 内分泌・代謝内科 

16：15～17：00 「日本人間ドック学会の基本検査項目の基準範囲について 

－特に基準範囲の正しい理解の必要性－」 

渡辺 清明  慶應義塾大学 名誉教授、 

NPO 法人東京臨床検査医学センター  理事長 

                                       

２．人間ドック健診情報管理指導士の育成 

 

●人間ドック健診情報管理指導士 研修会 

（対象：医師・保健師・管理栄養士） 

回 日程 会場 認定者数 内訳 

第 23 回 平成 26 年 5 月 16 日（金）～17 日（土） 
ベルサール九段

（東京） 
200 名 

医師：34 名 

保健師：115 名 

管理栄養士：51 名 

（他修了者：32 名） 

第 24 回 平成 27 年 1 月 30 日（金）～31 日（土） TFT ビル（東京） 190 名 

医師：50 名 

保健師：100 名 

管理栄養士：40 名 

（他修了者：20 名） 

 

【平成 26 年度 プログラムと担当講師】 

『基礎編：①健診・保健指導の理念②保健指導対象者の選定と階層化③保健指導の基本的事項』 

 ・福井 敏樹（NTT 西日本高松診療所予防医療センタ 所長） 

『基礎編：④保健指導の立案～評価まで⑤ポピュレーションアプローチとの連動』 

・福田 洋 （順天堂大学医学部総合診療科 准教授） 

 ・奥田 友子（一般財団法人京都工場保健会 次長） 

『技術編：①行動変容に関する理論②生活習慣病改善への行動計画③情報提供、動機付積極的支援の

内容』 

・福田 洋 （順天堂大学医学部総合診療科 准教授） 

・津下一代 （あいち健康の森健康科学総合センター センター長） 

『技術編：メタボリックシンドロームの概念』 

・髙橋 英孝（東海大学医学部基盤診療学系健康管理学 教授） 

・和田 高士（東京慈恵会医科大学予防医学センター 教授） 
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『身体活動・運動に関する保健指導』 

 ・宮地 元彦（独立行政法人国立健康・栄養研究所 健康増進研究部長） 

『たばこ・アルコールに関する保健指導』 

 ・中村 正和（大阪がん循環器病予防センター  予防推進部長） 

『食生活に関する保健指導』 

 ・五味 郁子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科 講師） 

 ・林 芙美（千葉県立保健医療大学 健康科学部栄養学科 講師） 

『特定保健指導で役立つ口腔保健の知識』 

 ・加藤 元（日本アイ･ビー･エム健康保険組合 予防歯科） 

『技術編：保健指導の評価』 

 ・髙橋 英孝（東海大学医学部基盤診療学系健康管理学 教授） 

 ・村本 あき子（あいち健康の森健康科学総合センター 健康開発部長） 

 

『保健指導の展開』（演習） 

 ・河野 啓子（四日市看護医療大学 学長） 

 ・後藤 由紀（四日市看護医療大学 地域看護学 准教授） 

 ・畑中 純子（四日市看護医療大学 地域看護学 准教授） 

 

 ・津下 一代（あいち健康の森健康科学総合センター センター長） 

 ・村本 あき子（あいち健康の森健康科学総合センター 健康開発部長） 

 ・秋元 順子（医療法人社団こころとからだの元氣プラザ 保健師） 

 

『人間ドック健診におけるがん検診―その現状と展望―』 

 ・三原 修一（みはらライフケアクリニック 院長） 
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●人間ドック健診情報管理指導士 ブラッシュアップ研修会 

（対象：医師・保健師・管理栄養士） 

回 日程 会場 参加者数 内訳 

 

第 29 回 

 

平成 26 年 8 月 3 日（日） AP 浜松町（東京） 

 

203 名 

 

医師：107 名 

保健師：51 名 

管理栄養士：45 名 

 

第 30 回 

 

平成 26 年 9 月 28 日（日） 
AP 東京八重洲通り 

（東京） 

 

194 名 

 

医師：86 名 

保健師：65 名 

管理栄養士：43 名 

 

第 31 回 

 

平成 26 年 10 月 5 日（日） AP 浜松町（東京） 

 

141 名 

 

医師：52 名 

保健師：57 名 

管理栄養士：32 名 

 

第 32 回 

 

平成 26 年 11 月 29 日（土） 
AP 大阪駅前梅田 1 丁目 

（大阪） 

 

225 名 

 

医師：97 名 

保健師：87 名 

管理栄養士：41 名 

 

第 33 回 

 

平成 27 年 2 月 7 日（土） AP 浜松町（東京） 

 

219 名 

医師：94 名 

保健師：80 名 

管理栄養士：45 名 

【平成 26 年度 プログラムと担当講師】 

『特定保健指導の成果と今後の方向性～データヘルス計画を踏まえて～』 

・津下 一代（あいち健康の森健康科学総合センター センター長）   

『アルコールの健康障害と保健指導』 

 ・横山 顕 （独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 臨床研究部長） 

『禁煙成功率を高める禁煙支援のポイント』 

 ・中村 正和（大阪がん循環器病予防センター  予防推進部長） 

 『高血圧症の現状と治療ガイドライン(JSH2014)を踏まえての保健指導と受診勧奨について』 

    ・福井 敏樹（NTT 西日本高松診療所予防医療センタ 所長） 

 

『事例検討』（演習～運動指導の提案～） 

（事例提供） 

 ・秋元 順子（医療法人社団こころとからだの元氣プラザ 保健師） 

 ・奥田 友子（一般財団法人京都工場保健会 総務事務局 次長） 

 ・豊田 将之（愛知県健康づくり振興事業団 健康支援事業室 保健師） 

 ・中村 誉 （愛知県健康づくり振興事業団 健康支援事業室 管理栄養士） 

（事例における運動指導のポイント講義） 

 ・宮地 元彦（独立行政法人国立健康・栄養研究所 健康増進研究部長） 

 ・村上 晴香（独立行政法人国立健康・栄養研究所 運動ガイドライン研究室 研究員） 
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（事例における食生活指導のポイント講義） 

  ・五味 郁子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科 講師） 

 ・須賀 厚子（医療法人社団こころとからだの元氣プラザ 健康支援部 科長） 

（演習リーダー） 

 ・福井 敏樹  （NTT 西日本高松診療所予防医療センタ 所長） 

 ・和田 高士 （東京慈恵会医科大学 総合健診･予防医学センター 教授） 

 ・村本 あき子（あいち健康の森健康科学総合センター 健康開発部長） 

 ・中村 正和 （大阪がん循環器予防センター 予防推進部長） 

 

３．人間ドック健診食生活改善指導士の育成 

 

●人間ドック健診食生活改善指導士向け（フォローアップ）研修会 

（対象：看護師・准看護師・栄養士・薬剤師・歯科医師・歯科衛生士等） 

回 日程 会場 参加者 内訳 

第 2 回 

 

平成 26 年 10 月 4 日（土） 

 

 

日本病院会

セミナール

ーム（東京） 

 

112 名 

看護師：94 名、栄養士：3 名 

歯科医師：3 名、准看護士：5 名 

助産師：1 名、薬剤師：6 名 

 

【平成 26 年度 プログラムと担当講師】 

『特定保健指導の成果と今後の方向性～データヘルス計画を踏まえて』  

 ・津下 一代（あいち健康の森健康科学総合センター センター長）  

『食生活指導におけるプランニング』 

 ・五味 郁子（神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部栄養学科 講師） 

『身体活動と糖尿病･がん･認知症』 

 ・澤田 亨（独立行政法人 国立健康･栄養研究所 健康増進研究部 身体活動評価研究室 室長） 

『高血圧症の現状と治療ガイドライン(JSH2014)を踏まえての保健指導と受診勧奨について』 

 ・福井 敏樹（NTT 西日本高松診療所予防医療センタ 所長） 
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Ⅵ．第 55回 日本人間ドック学会学術大会 

１．開催概要 

１．開催日程  平成 26 年 9 月 4 日(木曜)・5 日(金曜) 

２．開催会場  福岡県：福岡国際会議場 

３．学術大会長   寺 坂 禮 治 （福岡赤十字病院 病院長） 

４．テーマ      『福岡発 平成の養生訓』～Lessons for the Nation～ 

５．開催内容     学術大会長講演      1 題 

特別講演                 1 題 

                 基調講演            1 題 

                 記念講演           2 題 

              シンポジウム          3 題 

              特別企画    2 題 

会員集会・全国集計報告ほか   1 題 

                一般演題（申込み 431 題）          424 題 

                                  計 435 題 

ランチョンセミナー                 16 題 

                              企業展示 71 社       91 小間 

６．参加実人数           3,488 名 (有料者のみ) 

              ・事前登録参加者 1,833 名 

        （医師 1,178 名 ） 

       （その他 655 名 ） 

            ・当日参加者    1,655 名 

           （医師 1,086 名 ） 

          （その他 569 名 ） 

 ７．県民公開医療シンポジウム 

「女性が健康であるために～乳がん・子宮がんの予防と早期発見～」 

主催： 第 55 回日本人間ドック学会学術大会、NPO 法人日本人間ドック健診協会、 

 公益社団法人福岡県病院協会 

後援：福岡県、福岡市、公益社団法人福岡県医師会、 

 一般社団法人福岡市医師会、一般社団法人日本病院会 

                                                  参加人数 258 名 
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２．学術大会主要プログラム 

第 1日目（9月 4日（木））第１会場（福岡国際会議場 3F メインホール） 

■ 開会式 8：50～9：00 

 

■ 基調講演 9：00～9：50 

「病気は素因と人生体験の結晶－心身医学の立場から－」 

座長：奈良 昌治 （公益社団法人日本人間ドック学会 理事長） 

演者：久保 千春 （九州大学病院 前病院長・九州大学 名誉教授） 

 

■ 学術大会長講演 9：50～10：20 

「病院医療から見た人間ドック～ドック併設総合病院管理者の立場から～」 

座長：土屋  敦 （医療法人社団相和会 理事長） 

演者：寺坂 禮治 （福岡赤十字病院 病院長） 

 

■ 記念講演Ⅰ 10：30～11：30 

「生活習慣病と認知症：久山町研究」 

座長：伊藤千賀子 （医療法人グランドタワーメディカルコート 理事長） 

演者：清原  裕 （九州大学大学院 医学研究院 環境医学 教授） 

 

■ 特別講演 13：00～13：50 

「野球が教えてくれたもの」 

座長：寺坂 禮治 （福岡赤十字病院 病院長） 

演者：王  貞治 （福岡ソフトバンクホークス株式会社 取締役会長） 

 

■ シンポジウムⅠ 15：30～17：30 

「健康寿命を考える」 

座長：山門  實 （足利工業大学看護学部 学部長） 

稲生 哲治 （福岡赤十字病院 副院長） 

演者：「予防がいちばん」 ～健診と Spiritual Health～ 

小山 和作 （日本赤十字社熊本健康管理センター 名誉所長） 

「ロコモティブシンドロームの管理と予防」 

小川 純人 （東京大学大学院医学系研究科 加齢医学講座老年病学 准教授） 

「生活習慣病としての認知症」 

櫻井  孝 （国立長寿医療研究センター もの忘れセンター長） 

「自立死」 

与芝 真彰 （医療法人社団 昌医会 葛西昌医会病院 院長） 
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第 2日目（9月 5日（金））第１会場（福岡国際会議場 3F メインホール） 

■ 記念講演Ⅱ 9：00～10：00 

「貝原益軒と養生訓 なぜ超ロングセラーであるのか」 

座長：宮下 正弘（日本赤十字秋田短期大学介護福祉学科 特任教授） 

演者：酒井 シヅ（日本医史学会 前理事長・順天堂大学名誉教授 特任教授） 

■ 日本人間ドック学会 会員集会 10：00～11：30 

報告：奈良 昌治 （日本人間ドック学会 理事長） 

 ・第 56回学術大会について 

報告：土屋  敦 （第 56回学術大会長・医療法人社団相和会 理事長） 

 ・2013年人間ドック全国集計成績報告 

報告：笹森  斉 （人間ドック健診統計調査委員会 委員長） 

         ・委員会報告 

         「150万人のメガスタディによる基準範囲について」 

座長：山門  實 （日本人間ドック学会 副理事長） 

報告：渡辺 清明 （ 人間ドック健診の追跡調査・分析に基づく標準的検査

基準値及び有用性に関する調査研究委員会（健保連との

共同研究事業） 委員長） 

 ・表彰式 

人間ドック健診施設機能評価優秀賞 

学会誌 28巻 優秀論文賞 

 

■ シンポジウムⅢ 13：30～15：30 

学術委員会企画シンポジウム 

「人間ドックにおける血管機能検査」 

座長：福井 敏樹 （NTT西日本高松診療所予防医療センタ 所長） 

髙橋 英孝 （東海大学医学部基盤診療学系健康管理学 教授） 

演者：「オーバービュー： 日本循環器学会血管機能検査ガイドライン」 

山科  章 （東京医科大学循環器内科学分野 主任教授） 

「血圧脈波検査：PWV、ABI」 

冨山 博史 （東京医科大学循環器内科学分野 教授） 

「血管内皮機能検査：FMD」 

野出 孝一 （佐賀大学医学部循環器内科 教授） 

「人間ドックにおける頸動脈エコーの役割」 

石津 智子 （筑波大学医学医療系循環器内科臨床検査学 講師） 

人間ドック健診における医用電子血圧計 AVE-1500（PASESA）の有用性」 

石坂 裕子 （三井記念病院総合健診センター センター長） 

■ 閉会式 15：30～15：50 

最優秀口頭発表賞・最優秀ポスター発表賞 表彰式 
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第７会場（福岡国際会議場 5F 501） 

■ シンポジウムⅡ 9：00～11：00 

日本人間ドック学会・日本腎臓学会合同シンポジウム 

「CKD対策における人間ドックの位置付け」 

座長：丹羽 利充 （修文大学健康栄養学部 教授） 

中村 雄二 （健康医学協会附属霞が関ビル診療所 院長） 

演者：「CKD診療ガイド／ガイドラインを健診に生かす」 

木村健二郎 （JCHO東京高輪病院 院長） 

「慢性腎臓病（CKD）の発症・進展要因：特定健診受診者コホートにおけ

る解析から」 

渡辺 毅福島県立医科大学腎臓高血圧・糖尿病内分泌代謝内科教授） 

「人間ドック健診における横断的・縦断的解析から」 

－蛋白尿のない CKD発症・進展へのリスク因子の検討－ 

原  茂子 （虎の門病院健康管理センター 元部長） 

「定期健康診断における横断的・縦断的解析から」 

清水不二雄 （新潟県健康管理協会 常任顧問） 

「人間ドック健診ビッグデータからのわが国の CKD罹病率」 

髙橋 英孝 （東海大学医学部基盤診療学系健康管理学 教授） 
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公益社団法人日本人間ドック学会 （単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 152,869,838 128,085,474 24,784,364

未収金 10,437,199 9,000,000 1,437,199

前払金 1,955,286 616,086 1,339,200

立替金 31,620 44,960 △ 13,340

流動資産合計 165,293,943 137,746,520 27,547,423

２．固定資産

(1) 特定資産

学術大会特定預金 1,748,769 △ 1,748,769

特定資産合計 0 1,748,769 △ 1,748,769

(2) その他固定資産

建物 1,732,535 1,998,309 △ 265,774

什器備品 1,500,313 1,109,719 390,594

ソフトウェア 690,480 510,630 179,850

その他固定資産合計 3,923,328 3,618,658 304,670

固定資産合計 3,923,328 5,367,427 △ 1,444,099

資産合計 169,217,271 143,113,947 26,103,324

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 0 3,784,770 △ 3,784,770

未払消費税等 2,775,700 1,341,400 1,434,300

前受金 12,610,000 6,970,900 5,639,100

預り金 907,939 744,882 163,057

仮受金 60,000 60,000

共同研究事業引当金 3,458,440 6,914,930 △ 3,456,490

流動負債合計 19,812,079 19,756,882 55,197

２．固定負債

固定負債合計 0 0 0

負債合計 19,812,079 19,756,882 55,197

Ⅲ　正味財産の部

１．基金

基金 71,084,813 71,084,813 0

（うち特定資産への充当額）

２．指定正味財産

　受取寄付金 0 1,748,769 △ 1,748,769

指定正味財産合計 0 1,748,769 △ 1,748,769

（うち特定資産への充当額） () (1,748,769) 　（△1,748,769）

３．一般正味財産

（１）代替基金 0 0

（２）その他の一般正味財産 78,320,379 50,523,483 27,796,896

一般正味財産合計 78,320,379 50,523,483 27,796,896

（うち特定資産への充当額）

正味財産合計 149,405,192 123,357,065 26,048,127

負債及び正味財産合計 169,217,271 143,113,947 26,103,324

貸借対照表

平成２７年３月３１日現在

1



貸借対照表内訳表

平成２７年３月３１日現在

公益社団法人日本人間ドック学会 （単位：円）

科　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金預金 21,017,129 0 131,852,709 152,869,838

未収金 9,000,000 1,437,199 827,463 △ 827,463 10,437,199

前払金 1,955,286 0 0 1,955,286

立替金 0 31,620 31,620

流動資産合計 31,972,415 1,437,199 132,711,792 △ 827,463 165,293,943

２．固定資産

(1) 特定資産 0

学術大会特定預金 0 0

特定資産合計 0 0 0 0 0

(2) その他固定資産

建物 1,497,614 79,473 155,448 1,732,535

什器備品 0 0 1,500,313 1,500,313

ソフトウェア 690,480 0 0 690,480

長期預け金 35,621,880 △ 35,621,880 0

その他固定資産合計 2,188,094 79,473 37,277,641 △ 35,621,880 3,923,328

固定資産合計 2,188,094 79,473 37,277,641 △ 35,621,880 3,923,328

資産合計 34,160,509 1,516,672 169,989,433 △ 36,449,343 169,217,271

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 0 827,463 0 △ 827,463 0

未払消費税等 2,415,964 359,736 0 2,775,700

前受金 12,610,000 12,610,000

預り金 250,000 657,939 907,939

仮受金 60,000 60,000

共同研究事業引当金 3,458,440 3,458,440

流動負債合計 18,484,404 1,437,199 717,939 △ 827,463 19,812,079

２．固定負債

長期預り金 35,542,407 79,473 △ 35,621,880 0

固定負債合計 35,542,407 79,473 0 △ 35,621,880 0

負債合計 54,026,811 1,516,672 717,939 △ 36,449,343 19,812,079

Ⅲ　正味財産の部

１．基金

基金 35,542,406 35,542,407 71,084,813

（うち特定資産への充当額）

２．指定正味財産

　受取寄付金 0

指定正味財産合計 0 0 0 0 0

（うち特定資産への充当額） () ()

３．一般正味財産

（１）代替基金 0 0 0 0 0

（２）その他の一般正味財産 △ 55,408,708 0 133,729,087 78,320,379

一般正味財産合計 △ 55,408,708 0 133,729,087 0 78,320,379

（うち特定資産への充当額） 0 0 0

正味財産合計 △ 19,866,302 0 169,271,494 0 149,405,192

負債及び正味財産合計 34,160,509 1,516,672 169,989,433 △ 36,449,343 169,217,271
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公益社団法人日本人間ドック学会 （単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1) 経常収益
受取会費 104,914,000 102,690,000 2,224,000

正会員受取会費 55,414,000 54,060,000 1,354,000
施設会員受取会費 48,660,000 47,850,000 810,000
賛助会員受取会費 840,000 780,000 60,000

事業収益 192,475,426 179,618,000 12,857,426
学術大会参加収益 38,255,000 40,659,000 △ 2,404,000
学術大会展示出店料収益 20,146,426 17,700,000 2,446,426
学術大会共催セミナー収益 13,824,000 7,100,000 6,724,000
認定医･専門医研修会事業収益 21,120,000 23,670,000 △ 2,550,000
専門医試験･認定事業収益 6,220,000 6,136,000 84,000
認定医認定･更新事業収益 8,810,000 10,610,000 △ 1,800,000
情報管理指導士研修認定事業収益 33,376,000 35,027,000 △ 1,651,000
食生活改善指導士研修事業収益 573,000 791,000 △ 218,000
機能評価審査･認定事業収益 26,100,000 13,200,000 12,900,000
指定事業収益 22,540,000 22,640,000 △ 100,000
雑誌販売事業収益 1,395,000 1,955,000 △ 560,000
国際人間ドック会議会費 116,000 130,000 △ 14,000

受取補助金等 9,000,000 9,575,865 △ 575,865
助成金 9,000,000 9,575,865 △ 575,865

受取寄付金 6,072,769 1,681,231 4,391,538
受取寄付金 24,000 0 24,000
受取寄付金振替額 6,048,769 1,681,231 4,367,538

雑収益 9,339,629 6,045,703 3,293,926
受取利息 20,499 12,633 7,866
広告掲載料収益 3,578,000 3,128,000 450,000
雑収益 5,741,130 2,905,070 2,836,060

経常収益計 321,801,824 299,610,799 22,191,025
(2) 経常費用

事業費 269,544,630 250,189,750 19,354,880
給料手当 38,373,698 37,047,535 1,326,163
法定福利費 5,239,622 5,158,567 81,055
退職給付費用 1,605,870 1,556,580 49,290
福利厚生費 232,884 0 232,884
旅費交通費 25,047,691 16,194,498 8,853,193
通信運搬費 9,007,682 10,154,049 △ 1,146,367
減価償却費 458,114 517,143 △ 59,029
消耗品費 82,756 1,944,929 △ 1,862,173
印刷製本費 45,824,803 40,202,426 5,622,377
光熱水料費 592,638 548,540 44,098
賃借料 32,553,475 35,445,129 △ 2,891,654
会議費 10,488,667 21,058,344 △ 10,569,677
保険料 0 19,055 △ 19,055
諸謝金 10,401,896 10,173,426 228,470
租税公課 4,089,900 2,587,600 1,502,300
委託費 83,329,922 67,028,464 16,301,458
支払助成金 2,000,000 0 2,000,000
雑費 215,012 553,465 △ 338,453

管理費 24,460,298 27,042,336 △ 2,582,038
給料手当 3,438,084 3,426,187 11,897
法定福利費 502,520 488,558 13,962
退職給付費用 136,800 136,800 0
福利厚生費 619,296 515,450 103,846
旅費交通費 6,370,740 4,499,750 1,870,990
通信運搬費 2,043,274 2,353,496 △ 310,222
減価償却費 943,616 912,759 30,857
消耗什器備品費 0 471,725 △ 471,725
消耗品費 966,271 947,411 18,860
修繕費 193,320 1,575 191,745
印刷製本費 1,739,836 2,622,739 △ 882,903
光熱水料費 39,509 36,569 2,940
賃借料 1,807,814 1,799,270 8,544
会議費 885,312 591,163 294,149
保険料 441,930 516,336 △ 74,406
諸謝金 375,000 470,000 △ 95,000
租税公課 173,320 378,850 △ 205,530
委託費 3,441,506 5,871,519 △ 2,430,013
交際費 124,081 160,929 △ 36,848
雑費 218,069 841,250 △ 623,181

経常費用計 294,004,928 277,232,086 16,772,842
当期経常増減額 27,796,896 22,378,713 5,418,183

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益 0 0 0
(2) 経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 27,796,896 22,378,713 5,418,183
一般正味財産期首残高 50,523,483 28,144,770 22,378,713
一般正味財産期末残高 78,320,379 50,523,483 27,796,896

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額

受取寄付金 4,300,000 3,430,000 870,000
一般正味財産への振替額 △ 6,048,769 △ 1,681,231 △ 4,367,538
指定正味財産期首残高 1,748,769 0 1,748,769
指定正味財産期末残高 0 1,748,769 △ 1,748,769

Ⅲ　基金増減の部
基金受入額 0
基金返還額 0
基金増減額 0 0 0
基金期首残高 71,084,813 71,084,813 0
基金期末残高 71,084,813 71,084,813 0

Ⅳ　正味財産期末残高 149,405,192 123,357,065 26,048,127

増  減科　　　　　　目 当年度 前年度

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

正味財産増減計算書
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財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1) 適用している会計基準
「公益法人会計基準」（平成20年4月11日平成21年10月16日改正内閣府公益認定等委員会）を採用している。

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産
建物付属設備 定率法
什器備品 定率法

なお、主な耐用年数は次のとおりです。
建物付属設備 15年
什器備品 5年

②無形固定資産 定額法

(3) 引当金の計上方法
共同研究事業引当金 共同研究事業の本年度研究分の残務事務の執行見込額を計上している。

(4) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理を採用している

2 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物付属設備 2,560,235 827,700 1,732,535
什器備品 3,352,237 1,851,924 1,500,313
　合　　　計 5,912,472 2,679,624 3,232,848

3 退職給付関係
(1) 採用している退職給付制度の概要

独立行政法人勤労者退職金共済機構の退職金共済制度に加入し、原則として同機構からの支給額をもって退職金とする。
(2) 退職給付債務及びその内訳

退職給付債務 0 当該退職共済制度は確定拠出型のため、退職給付債務は発生しない。
退職給付引当金 0

(3) 退職給付費用に関する事項
勤務費用 1,742,670
退職給付費用 1,742,670 当年度に支払った退職金共済掛金の金額である。

4 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
内容 金額
経常収益への振替額
　支出費用計上による振替額 6,048,769

合計 6,048,769
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財　産　目　録

（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金預金 手元現金 支払資金として使用 0

振替貯金

：ゆうちょ銀行一番町郵便局 支払資金として使用 49,426,469

普通預金

：三井住友銀行麹町支店 支払資金として使用 73,403,342

：千葉銀行柏支店 1,000

定期預金

：三井住友銀行麹町支店 30,039,027

未収入金 健保連共同研究事業助成金 9,000,000

特定健診ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ＤＶＤ著作権料 1,437,199

前払金 翌年度事務所賃料 616,086

翌年度研修会等会場費 1,339,200

立替金 職員負担、住民税等立替金 31,620

流動資産合計 165,293,943

（固定資産） 0

その他固定資産 0

建物 事務所賃貸造作 事務局及び会議室 1,732,535

公益目的事業に87.5%、収益事業等に

6.25％、法人管理に6.25%使用

什器備品 パーソナルコンピュター 会員管理・事業管理用 365,930

コピー機 会員管理・事業管理用 1,134,383

0

ソフトウェア 会員管理・事業管理用

（公益目的保有財産）

　　公益目的事業管理ソフト 690,480

0

固定資産合計 3,923,328

　　　資産合計 169,217,271

（流動負債） 0

未払消費税等 確定申告納付消費税等未払額 2,775,700

0

前受金 次年度事業前受額 12,610,000

預り金 一般社団法人日本病院会 指定料 250,000

源泉所得税、住民税 346,639

社会保険料 311,300

仮受金 会費二重払い、誤納付分 60,000

共同研究事業引当金 本年度研究分の残務事務の執行見込額 3,458,440

流動負債合計 19,812,079

（固定負債） 0

0

固定負債合計 0

19,812,079

149,405,192

平成２７年３月３１日現在

      負債合計

      差引正味財産
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附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

（単位：円）

（単位：円）

3,458,4406,914,930共同研究事業引当金 6,240,7702,784,280

区　　　分 期首残高

２．引当金の明細

当期増加額区　　　分 期首残高 摘要
当期減少額

目的使用
期末残高

その他

0

当期増加額 期末残高 摘要当期減少額

学術大会特定預金 1,748,769 0 1,748,769
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